
午年は「陽気」「情熱」「前進」「飛躍」といった明
るく力強いエネルギーに満ちた年とされています。馬の
ように一直線に駆け抜ける姿から、挑戦や成功、出世運
とも結びつけられています。これまで温めてきた計画を
実行に移すにはぴったりのタイミングです。生徒の皆さ
ん、トライ･トライ･トライです。注）エネルギーが強い
分、勢いだけで行動すると判断ミスが起こりやすくなり
ます。計画を立て、慎重に行動することが重要です。

１月２１日（水）五所川原市ふるさと交流圏民セン
ター（オルテンシア）にて西北の高等学校すべてが参
加し、探究活動の発表会が開催されました。本校から
の発表者は２年次２グループ！その他１・２年次生全
員が参加しました。各発表ごとに質問時間が設けられ、
どの発表にも必ず質問がありました。その質問に答える発表者とのやりとりも
興味をそそるものでした。質問に対して発表者はどのように受け答えするの

か？昨年に引き続き、この発表会の醍醐味でもありました。各
高校の課題研究や総合的な探究の時間で行われている特色ある
探究学習の研究成果を互いに共有するこの機会は、今後の活動
にもつながり、また探究の質の向上も図られることと思います。

宮城県で柔道の東北大会が開催さ
れました。男子個人無段73kg級に奈良
逞生くん(14ＨＲ)が出場し、第１位と
なりました。さらなる高みを目指して頑

張ってもらいたいです。人生には『なに、くそ』と
いう精神が何より必要だ(嘉納治五郎：柔道の父)

２０２６年は午年（うまどし）

木高通信
青森県立木造高等学校

令和7年度 １月号

学校ホームページ https://www.kizukuriｰh.asn.ed.jpに掲載。様々な活動の様子も学校ホームページのブログで！

～誠 実 は 光 な り き～

～２月に向けて～
●今年度、最後のテスト！年度末考査があります。

＜中学生・保護者の感想＞

◎ＪＲＣ
部：３部門独占

ありがとう川柳とは…木高通信５月号参照

＜代表作品＞
・カメラ越し 増えた思い出 いつまでも
・焦げぬよう 見守る君に ありがとう
・協力し 最後の炊事 大成功
・熱中症 体調気遣う 扇風機
・ピザ食べて 豪華な遠足 センスあり
・助け合う 自分の役目 関係なく

第２回ありがとう川柳
～遠足を終えて～

７/２３～８/２５
講習や部活、ま
たアルバイトをす
る生徒もいること
でしょう。３年次
生は、進路達成
に向けて邁進！
夏バテせず充実
した夏休みを！

＜救急法実技メンバー＞
松橋優芽（３４HR）
田中星羅（２３HR）
阿部笑子（１ １HR）
新谷優空（１ １HR）
菊地歩華（１ １HR）

司
会
進
行

馬手
ね乗
ぶり
た

本校代表２組の紹介
●２年小坂佳太・２年秋田谷琉太郎
テーマ「スマホ時代の私達と政策的視点」

本校では５０名の生徒が受験しました。今までの受験
勉強ほんとうにお疲れさまでした。毎日のように遅くま
で学校に残って勉強していた生徒もいました。もうひと
頑張りです。さて、結果はどうでしたか？志望する大学
へ受験するかしないかは、この結果によって決めること

になります。実力通りに結果を出せなかった
生徒は第２志望もしくはその他の大学を受験
する生徒もいます。いずれにしても、ここか
ら試験日までの頑張りがとても重要になりま
すので、体調管理に十分に気を付けながら全
力で挑んでください。

県高校新人陸上

東北大会
出場

女子卓球
県大会に期待！

◎大学入学共通テスト
～１月１７・１８日 ｉｎ弘前大学～

◎ＪＲＣ部最優秀賞

高等学校
総合文化祭

最優秀賞

＜１・２年次生の皆さんへ＞
共通テストでは、単なる知識問題ではなく、その

知識を活用していく力、グラフ等を分析して読み解
く力等が必要となります。また問題の場面設定は、
日常的な場面や学習の場が多いです。普段の授業や
日々の学習の中で興味を持ったり疑問に思ったこと
を整理したり、意見をまとめたりすることが大切で
す。まさしく総探の時間では、そうした力を育む活
動をしています。様々なことに興味を持ち、そのこ
とは疑問を生み、探究心が芽生えます。さらにはプ
レゼンという自分の言葉で発表する場も用意されて
います。自分自身の頭でしっかりと考え、知識を活
用する力を伸ばせる絶好の機会です。「総探という
与えられた時間を活かさずにはいられない！」

ご当地アクリル
キーホルダー考案

ガチャ販売でつがる市の魅
力発信！

ケッパレ木高生
ＡＴＶニュースで放映

●２年次代表グループ（９グループ）
①「えほんのひみつ」寺田寧々・成田花音
②「スマホ依存症」小坂佳太・秋田谷琉太郎
③「ガシャモク補完計画」稲葉宇慶・成田曳人・山田悠貴

生徒会企画で生徒玄関にクリス
マスツリーが飾られました。

◎全国高校柔道選手権東北大会
ー宮城県・大崎市 １月２３～２５日 ー

④「Welcome to library！」笹森玲穏・白戸奈那・長谷川優衣
丹代ゆら・中居黛伽

⑤「鶴っぱげと国際交流」佐藤巧武・須郷秀人・相馬采奈・長谷川のん
⑥「亀ヶ岡でイイジャーン」奈良天誠・石岡未百・小田原瑠花

鎌田ほのか・佐倉聖菜・成田ののか
⑦「食べきれないをほっとけない」須藤優泉・長谷川美由紀・片山奏哉

工藤心結・佐々木樹莉
⑧「規格外野菜から絵の具に！！」藤本桜羽・小田川瑠夏・米塚南智

須藤美稀
⑨「昆虫食について」坂田光盛・木村礼於・七戸海翔・塚本陽斗

令和７年度第３回西北地区

「みらいを創る」探究活動合同発表会

スマートフォンは私たちの生活に欠かせな

い存在ですが、気づかないうちに長時間使用し
てしまい、生活リズムの乱れや勉強への影響につながることがあります。私たちは実際に高校生の声を聞き、日常生活の中
で「やめたいのにやめられない」という経験に疑問を持ち、この研究を始めました。この研究では、スマホを完全に排除す
るのではなく、無理なく共存する方法を探ることを目的としました。ルール化した「スマホ平和条約」と最終手段として、
ある道具を実際に使用してその効果を検証しました。

●チェックツール」
～働き方情報システム系列

「時間割作成改革のサポート～
對馬伶審

査
員

＜各高校の発表テーマ＞
●鰺ヶ沢高校
「鰺ヶ沢のソウルフードを全国へ」
●五所川原第一高校
「遊びのなかの科学」
●五所川原工科高校
「MISSION～赤ちゃんを眠らせろ～」
「五所川原から伝えたい犬と猫の飼育義
    務と責任～かわいいだけでは殺処分は
    減らない～」
●五所川原農林高校
「ビオトープに関する研究」
「国産ウルシの増産と林福連携」
●五所川原高校
「五所川原に光を！」
「十三湖のシジミの未来を」
●下山学園高校
「郷土料理～次世代へ継承～」

●２年寺田寧々・２年成田花音
テーマ「えほんのひみつ」

絵本の面白さ、読むことの大切さをもっと多くの人に知ってもらうために私たちは

探究してきました。デジタル時代を生きている私たちはこれからどのように絵本と関
わっていくべきなのか、将来どのように子育てしていくべきなのかを考えてもらいたいです。みなさんが小さい頃に読んだ
絵本にもう一度目を向けてみませんか？自分が好きだった絵本を思い浮かべながら…

(会場：弘前大学)

●１・２年次生のスキー教室があります。

●表彰式・同窓会入会式・卒業式予行があります。
３/１が卒業証書授与式です。

ブレイク
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